
県立高等学校再編整備計画策定

第１次実施計画の推進 第２次実施計画（若狭地区）に向けて

県立高校再編整備に関するこれまでの経緯

◆ 会議の開催 ８回（H19.12～H20.9）
・今後の県立高校の目指すべき方向性について協議

◆ 高問協答申（H20.10）
・職業系専門学科の在り方 ：特定分野の拠点校の設置、幅広い分野を学べる総合産業高校の設置、本県の特色を生かした新しい学科の設置等
・定時制・通信制課程の在り方 ： 昼間２部制の見直し、単位制・２学期制の導入、教育相談体制の充実等
・学校規模・配置の在り方 ： １学級当たりの望ましい生徒数は３６人程度（職業系学科や定時制課程は柔軟に対応）

１学年当たりの望ましい学級数は４～８学級（適正規模を継続的に維持するため、少なくとも５～６学級を確保）

福井県高等学校教育問題協議会（高問協）答申

◆ 新しい県立高校の在り方検討会（H20.10～）
・再編整備計画案について検討

◆ 県立高等学校再編整備計画案公表（H21.2）
・パブリックコメントを実施（H21.2～3）

◆ 県立高等学校再編整備計画決定（H21.3.30）

◆ 奥越地区の全日制高校の再編整備
・「奥越地区魅力ある県立高校づくり検討会議」（H21.8～12）
⇒会議2回、高校ごとの専門部会を5回開催
⇒12月に報告書提出

・23年４月 奥越明成（めいせい）高等学校開校

◆ 定時制・通信制課程の見直し

・22年度から、全ての定時制課程において単位制、2学期制を導入
・昼間二部制の見直し

・奥越地区の全日制高校の再編整備
総合産業高校の設置等

・定時制・通信制課程の見直し
昼間二部制の見直し、単位制・２学期制の導入等

・第1次実施計画（H21～23）：全日制高校（奥越地区）の再編、定時制・通信制課程の見直し
・第２次実施計画（H22～25）：全日制高校（福井・坂井地区、嶺南地区）の再編
・第３次実施計画（H23～26）：全日制高校（丹南地区）の再編

第１次実施計画再編整備の基本的方針
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◆ 高校教育懇談会等の開催
・第１回高校教育懇談会（H21.10.13） 地区の現状等の説明
・第２回 〃 （H21.12.21） 各高校の現状と課題の説明
・第３回 〃 （H22.5.20） 再編整備の方向性を提示

◆ 若狭地区高校再編に関する保護者等との懇談会の開催
（各市町ごとに地域の全小中学校の保護者等との懇談会を計４回開催）
①おおい（H23.7.19） 【38名参加】
②若 狭（H23.7.21） 【47名参加】
③小 浜（H23.7.27) 【54名参加】
④高 浜（H23.8.3） 【29名参加】

◆ その他の会議等の開催
・今後の水産高校教育に関する検討会議（H22.7）
学識者、水産業関係者、高校関係者による検討会を実施

・若狭地区高校再編に関する研修会 （H22.9）
小浜市内の小中学校PTA関係者、学校長を対象に実施

・中学校関係者等との意見交換会 （H22.11）
若狭地区の中学校教員、教育委員等と意見交換会を実施


